
環境に配慮したキャベツの施肥管理
マルチと緩効性肥料を利用することによって，キャベツの収量を低下させず

に，畑の外へ流出する窒素をできるだけ抑える施肥方法を新しく開発しました。

☆収量と施肥量の関係☆

☆施肥とマルチによる窒素流失量の削減☆

☆注意点☆
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